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Ⅰ．は じ め に

２０１９年１２月に中国武漢市から始まった新型コロナ

ウイルス感染症（以下，COVID-19）は，パンデミッ

ク（世界的大流行）となり，日本を含む全世界に広が

りを見せた。日本では，２０２０年２月以降クラスター

の発生が次々と報告され，北海道においては「北海道

緊急事態宣言」により週末の外出自粛が呼びかけられ

た。その後，４月には全都道府県に「緊急事態宣言」

が発令され，感染拡大防止のために３密の回避，人流

の８割減少のため不要不急の外出自粛およびテレワー

クの導入など，新しい生活様式が呼びかけられた。大

学においても例外ではなく，感染拡大防止をはかりな

がら学習機会を保障するという教育のあり方に大きな

影響を及ぼした。各大学では，３月の卒業式の中止・縮

小が行われるとともに，４月からの授業開始の延期が

あいつぎ，オンライン授業への移行・開始に向けて学

生の通信環境の確保をはじめとした学習環境整備が推

し進められた１）。医療関係職種等の国家試験受験資格

にかかわる臨地実習，実務実習については，文部科学
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抄 録

本研究の目的は，コロナ禍で実施した在宅看護論実習について学生による授業過程評価を行い、実習

過程における課題と改善点を明らかにすることである。対象は２０２１年５月～１０月に在宅看護論実習を

履修した３年生８名，４年生５５名の看護大学生６３名，データ分析は回答があったもののうち欠損値が

多い１名を除いた５２名（有効回収率８２.５％）とした。実習評価は，舟島が作成した「授業過程評価ス
ケール－看護学実習用－」を用いて調査した。４２質問項目ごとに集計し，総得点および各下位尺度得点

の平均得点を算出，それぞれ高得点領域，中得点領域，低得点領域に分類した。総得点の平均得点は

１８９.７５±１８.５２点で高得点領域であった。下位尺度のうち【オリエンテーション】，【学習内容・方法】，
【学生への期待・要求】，【教員，看護師間の指導調整】，【目標・課題の設定】が高得点領域，【学生－

患者関係】，【教員，看護師－学生相互行為】，【実習記録の活用】，【カンファレンスと時間調整】，【学生

－人的環境関係】は中得点領域にあり，実習記録を活用した指導，実習時間の調整，患者との関係構築，

他の医療従事者との協力関係については実習方法の改善が必要であることが明らかになった。Withコ
ロナを見通した実習方法として，実習オリエンテーションの実施や看護過程の指導，カンファレンスへ

の参加，患者とのコミュニケーション場面にオンラインを併用していくことで指導者，他職種，模擬患

者にも関わってもらうことが可能となり，実習の質の向上につながることが示唆された。
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省・厚生労働省から「新型コロナウイルス感染症の発

生に伴う医療関係職種等の各学校，養成所及び養成施

設等の対応についての事務連絡（令和２年６月２２日）

で示され２），各学校は臨地実習の代替方法を模索し，

オンライン活用，学内教員や劇団員による模擬患者等

工夫しながら実施していた３）４）５）６）。

看護基礎教育において臨地実習は，学生が学内で習

得した看護に必要な専門的知識・技術態度を看護実践

の場面に適用し，看護の対象を全人的にとらえた看護

活動を展開する能力を養い，保健医療福祉チームにお

ける一員としての役割を学び、連携・協働しながら看

護実践能力を養うものである７）。２０２０年から続くコ

ロナ禍において，臨地実習は感染拡大防止の観点から

様々な制約の中で工夫しながら実施され，その影響や

実習評価および課題について明らかになってきてい

る８）９）。臨地実習は看護師を目指す学生が必要な知識

と技術を習得する必須の学習であり，その教育時間は

看護基礎教育の中で多くの時間を占めていることから

も，代替方法をとった実習であっても教育の質を確保

する必要がある。

在宅看護論実習では，昨年度５月から９月までの全

てのグループが学内臨地実習となった。今年度は、可

能な限り臨地実習が体験できるよう、各実習施設と協

議を重ね、COVID-19の状況に応じて実習方法を工夫

し実施してきた。しかし、COVID-19感染拡大によっ

て、４月に全学休講となり在宅看護論実習開始前の全

体オリエンテーションはオンラインで行うことを余儀

なくされた。その後は、実習時期によって臨地での実

習ができたグループ、臨地代替学内実習（以下，学内

実習）となったグループがあり、臨地実習においては、

居宅への訪問制限や訪問回数、実習日数の削減などが

ありコロナ禍以前と同様の実習はできなかった。

COVID-19の収束が見通せない中、これからも臨地実

習は状況に応じて柔軟に対応していかなければならな

いことが予測される。そのため、今後の実習の質の確

保および向上をはかり、看護基礎教育の中で必要な臨

地実習を継続できるよう、今年度実施した実習の評価

をする必要があると考えた。そこで、コロナ禍で実施

した在宅看護論実習について学生による授業過程評価

を行い、実習過程における課題と改善点を明らかに

し、今後の実習における教授方法の改善に取り組むた

めの基礎資料を得ることを目的として調査を実施し

た。

Ⅱ．在宅看護論実習の概要

在宅看護論実習は，３年次後期から４年次に開講さ

れる２単位９０時間の実習科目である。実習では，在宅

における看護活動の実際を通して，生活者としての対

象者の療養のありようとその家族による介護への理解

を深め，価値観や生活実態に即した看護の展開を学ぶ

ことをねらいとしている。

・実習施設：市内８か所の訪問看護ステーション，学

内実習の場合は大学施設の戸建て住宅

・学生配置と指導教員数：学生は１グループ２～４名

で１クールに２～３グループ配置，教員

は１グループに１名配置

・実習形態と実習方法

１）２週間全日程学内実習で学内教員の指導のみ：グ

ループごとに紙上事例１～２事例を受け持ち，看

護過程を展開した。立案した看護計画に基づき，

ロールプレイで訪問看護の実践，訪問回数は３

回とした。受け持ちグループの学生は訪問看護

師に同行し，その訪問看護師役は教員が演じた。

受け持ちグループ以外の学生は療養者役，家族

役，観察者になり，ロールプレイ後に全員で振り

返りとディスカッションを行なった。カンファ

レンスは１週目でアセスメントと看護計画の検

討，実習最終日は最終カンファレンスを行い，実

習の学び，看護観，自己課題などについてディス

カッションしメンバー間で共有した。

２）２週間全日程学内実習でオンラインによる臨地

実習指導者（以下，指導者）の指導・助言あり：

実習初日に学生１人１事例の受け持ち情報を紙面

で受け取り，オンラインで指導者から事例の説

明と学生から質問をする形で情報収集をし，受

け持ち事例の看護過程の展開をした。１週目の

カンファレンスはオンラインでアセスメントと

看護計画の発表，指導者からの助言指導を受け

た。２週目は立案した看護計画に基づき，看護実

践場面を設定してグループの学生が互いに模擬

患者となり看護実践をした。２週目のカンファ

レンスはオンラインで行い，実践内容と評価の

発表，２週間の学びなどについてメンバー間で共

有し，指導者からの指導助言を受けた。また，他

のグループの学内実習ロールプレイにも観察者

として参加し，振り返りのディスカッションを

行うことで，訪問場面の見学実習とした。実習

最終日は上記１）の実習グループと合同の最終カ
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ンファレンスを行い，実習の学びを共有した。

３）学内実習と臨地実習の混合（１日でも臨地実習に

行くことができた）：実習初日に学生１人１事例

の受け持ち情報を紙面で受け取り，オンライン

で指導者から事例の説明と学生から質問をする

形で情報収集をし，受け持ち事例の看護過程の

展開をした。翌日受け持ちが入所されている施

設を訪問し，直接コミュニケーションをはかっ

た。１週目のカンファレンスはオンラインでア

セスメントと看護計画の発表，指導者からの助

言指導を受けた。２週目，立案した看護計画の実

践について施設職員と電話で打ち合わせを行な

い実践に必要な準備を依頼した。翌日，施設を

訪問し，受け持ち事例に対して看護計画に基づ

いた看護実践をした。２週目最終日に最終カン

ファレンスをオンラインで行い，実践内容と評

価の発表，２週間の学びなどについてメンバー間

で共有し，指導者からの指導助言を受けた。

１）～３）の実習グループ共通の学習として，訪問看

護の実際，訪問マナー，多職種連携について日本看護

協会ＨＰで紹介されている動画やＤＶＤなどの視覚教

材を活用した。

Ⅲ．研 究 方 法

１．研究対象者

Ａ大学に在籍し，２０２１年５月～１０月の間に在宅看

護論実習を履修した３年生８名，４年生５５名の看護

大学生６３名を対象とした。

２．調査期間

２０２１年１２月

３．データ収集方法

無記名自記式質問紙を用いたアンケート調査により

データ収集をした。アンケートの回収は，事務室に設

置してある鍵付きメールボックスへ投函してもらうこ

ととした。

４．調査内容

１）基本属性

学生の属性は，性別，年齢，学年を質問項目とした。

他に実習形態について回答を得た。

２）実習評価

実習評価は，舟島１０）による「授業過程評価スケール

－看護学実習用－」（以下，授業過程評価スケール）

を使用した。この授業過程評価スケールは学生が評価

者となって，実習の授業過程を評価するものである。

構成は，【オリエンテーション】，【学習内容・方法】，

【学生－患者関係】，【教員，看護師－学生相互行為】，

【学生への期待・要求】，【教員，看護師間の指導調整】，

【目標・課題の設定】，【実習記録の活用】，【カンファ

レンスと時間調整】，【学生－人的環境関係】の１０下

位尺度４２質問項目からなり，「全く当てはまらない」，

「あまり当てはまらない」，「大体当てはまる」，「かな

り当てはまる」，「非常に当てはまる」までの５段階リ

カート法で回答を求めるものである。得点は，「全く

当てはまらない」を１点とし，順に１点ずつ加算して

いく。採点は，下位尺度の質問項目ごとに単純集計し

たものを加算して総得点を算出し，総得点の平均値お

よび下位尺度の質問項目ごとの平均得点の平均値を求

めた。授業過程評価スケールは，各質問項目に実習過

程に対する学生の評価視点が反映されており，得点が

高くなるほどその実習が学生の評価視点に合致する程

度が高く，学生が実習の質を高いと評価していること

を意味している。また，回答した全学生の総得点の平

均値は，その実習に対する学生の評価の全体的な傾向

を示している１０）。

５．分析方法

基本属性は項目別に単純集計をした。実習評価は，

４２質問項目ごとに「全く当てはまらない」を１点と

し，「非常に当てはまる」までの５段階で順次１点ず

つ加え採点し，総得点の平均値を算出し，総得点の平

均値が１３８点以下を低得点領域，１３９点以上１８０点以

下を中得点領域，１８１点以上を高得点領域とし，在宅

看護論実習の学生評価の指標とした。また，下位尺度

ごとの合計得点を加算して平均得点を算出し，各下位

尺度の平均得点も高得点領域，中得点領域，低得点領

域に分類した。データ処理はMicrosoft遺Excelfor

MacVer.16.56を使用した。

６．倫理的配慮

対象学生に書面および口頭で本研究の趣旨，目的，

方法，結果の公表，プライバシーの保護について説明

した。また，研究への参加は自由意志によるものであ

り，参加の有無や途中で取りやめることによる不利益

はないこと，データの取り扱いと保管は厳重に行い，

本研究の目的外使用はないこと，アンケートの投函を

もって本研究への参加の同意を得たこととする旨を説
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明した。

なお，本研究は研究者らが所属する大学の研究倫理

委員会の承認を得て実施した。

Ⅳ．結 果

１）対象者の属性（表１）

本研究の対象者数は，３年生８名，４年生５５名，合

計６３名であった。アンケートの回収数（率）は，３年

生８名（１００％），４年生４５名（８１.８％），合計５３名

（８４.１％）であった。そのうち，回答の欠損値が多い

１名を除いた３年生８名，４年生４４名，合計５２名

（有効回収率８２.５％）のデータを分析対象とした。性

別は男性６名，女性４６名，年齢は２０歳代５１名，３０

歳代１名であった。

実習場所は，２週間の実習全日程学内実習であった

学生は４８名（９２.３％），２週間のうち１日でも臨地実

習ができた学生は４名（７.７％）であった。実習形態は，

２週間の実習全日程学内教員の指導のみであった学生

は３２名（６１.５％），２週間の実習全日程学内実習でオ

ンラインによる指導者の指導・助言を受けた学生が１６

名（３０.８％），２週間の実習期間のうち学内と臨地実習

の混合（１日でも臨地実習に行くことができた）で実

習をおこなった学生が４名（７.７％）であった。

２）実習評価

授業過程評価スケールの総得点および下位尺度得点

の平均得点を表２に示した。４２項目の総得点の平均

得点（平均値±標準偏差）は１８９.７５±１８.５２点であっ

た。下位尺度ごとの平均得点は、下位尺度Ⅰ【オリエ

ンテーション】は４.５６±０.６８点，下位尺度Ⅱ【学習内

容・方法】は４.４４±０.７２点，下位尺度Ⅲ【学生－患

者関係】は３.６６±１.４２点，下位尺度Ⅳ【教員，看護師

－学生相互行為】は４.７３±０.５６点，下位尺度Ⅴ【学生

への期待・要求】４.６２±０.６３点，下位尺度Ⅵ【教員，

看護師間の指導調整】４.６１±０.６１点，下位尺度Ⅶ【目

標・課題の設定】は４.６９±０.５６点，下位尺度Ⅷ【実習

記録の活用】は４.７６±０.５５点，下位尺度Ⅸ【カンファ

レンスと時間調整】は４.６７±０.６３点，下位尺度Ⅹ【学

生－人的環境関係】は３.９４±１.７３点であった。

下位尺度の中で最も平均得点が高かったのは下位尺

度Ⅷの【実習記録の活用】（４.７６±０.５５点）で，最も

低かったのは下位尺度Ⅲ【学生－患者関係】

（３.６６±１.４２点）であった。

最も得点が高かった下位尺度Ⅷの質問項目ごとの平

均得点は，「教員や看護師は，提出した記録物を用いて

指導・説明をしていた」４.７５±０.５６点，「記録物や提

出物に対して，指導・助言があった」が４.７７±０.５５点

であった。最も得点が低かった下位尺度Ⅲの質問項目

ごとの平均得点は，「患者とのコミュニケーションを

深めながら実習を展開していた」が３.７３±１.４６点，「患

者との関係を築きながら実習を展開していた」が

３.６０±１.３９点であった。

表１ 対象の属性

（ｎ＝５２）

割合（％）人数

性別

１１.５６男性

８８.５４６女性

学年

１５.４８３年生

８４.６４４４年生

年齢

９８.１５１２０歳代

１.９１３０歳代

実習場所

６１.５３２
全日程学内実習

（学内教員による指導のみ）

３０.８１６
全日程学内実習

（オンラインによる臨地実習指導者の指導助言あり）

７.７４
学内実習と臨地実習の混合

（１日でも臨地実習に行くことができた）
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４２質問項目のうち平均得点が一番低かったのは，

「実習では，他の医療従事者の協力を得られた」が

２.５８±２.１４点、最も平均得点が高かったのは「学生同

士が協力し合うことができた」の４.８７±０.４０点であっ

た。

総得点および各下位尺度の平均得点の領域分布で

は，総得点の平均得点は１８９.７５点で高得点領域に位置

していた。各下位尺度の得点領域分布は，下位尺度Ｉ，

Ⅱ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶは高得点領域，下位尺度Ⅲ，Ⅳ，Ⅷ，

Ⅸ，Ⅹは中得点領域であった（図１）。

Ⅴ．考 察

授業過程評価スケールを用いた在宅看護論実習の総

得点の平均得点は１８９.７５点で，得点領域分布では高得

点領域にあり，学生は全体的に実習過程の質を高いと

評価していた。各下位尺度の平均得点を算出した結

果，【オリエンテーション】，【学習内容・方法】，【学

生への期待・要求】，【教員，看護師間の指導調整】，【目

標・課題の設定】が高得点領域であり，これらに関し

て学生は非常に適切であると感じていた。在宅看護論

実習の実習オリエンテーションは，全学生を対象にし

た全体オリエンテーションと実習グループ単位のグ

ループオリエンテーションの２回実施している。在宅

看護論実習は学生にとってこれまで経験してきた病院

や施設での実習とは環境が大きく変わり，未知の世界

であることからさまざまな不安を抱えていることが予

測される。実際に３年次の領域実習前の不安要因とし

て「実習記録」，「漠然とした不安」１１），実習のストレ

ス要因として記録の量が多いことなど記録に関するこ

と，記録のために睡眠不足になったこと１２）が報告され

ていることからも，学生の実習前の不安を最小限に

表２ 授業過程評価スケール総得点および下位尺度得点の平均得点

（ｎ＝５２）

標準偏差平均値

１８.５２１８９.７５総得点

０.６８４.５６下位尺度Ⅰ【オリエンテーション】

０.７２４.４４下位尺度Ⅱ【実習内容・方法】

１.４２３.６６下位尺度Ⅲ【学生－患者関係】

０.５６４.７３下位尺度Ⅳ【教員、看護師－学生相互行為】

０.６３４.６２下位尺度Ⅴ【学生への期待・要求】

０.６１４.６１下位尺度Ⅵ【教員、看護師間の指導調整】

０.５６４.６９下位尺度Ⅶ【目標・課題の設定】

０.５５４.７６下位尺度Ⅷ【実習記録の活用】

０.６３４.６７下位尺度Ⅸ【カンファレンスと時間調整】

１.７３３.９４下位尺度Ⅹ【学生－人的環境関係】

図１ Ａ大学における各下位尺度の平均得点と得点領域
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し，主体的に安心して実習に取り組めるよう支援する

ためにより具体的な実習オリエンテーションが必要で

ある。実習オリエンテーションを２回実施することで

在宅看護論実習のイメージ化が促進され，実習目標・

学習課題が明確となり，記録物や提出物の理解のしや

すさにもつながったのではないかと考えられる。特

に，今年度は全体オリエンテーションをリアルタイム

参加型およびオンデマンド配信型で実施したことで，

わからなかったところや聞き漏らしたところなどを見

直すことが可能であったことも影響していたのかもし

れない。Withコロナを見通した実習展開を考えたと

き，今後もオンラインを併用していくことでより効果

的な実習オリエンテーションが可能になるのではない

だろうか。

コロナ禍での実習は，厚生労働省から示されてい

る２）通り，可能な限り臨地で実習ができるように調整

を図ってきた。実習期間が５月から１０月という長期

にわたっているため，実習時期によってCOVID-19に

より実習施設の受け入れ制限もあった。しかし，グ

ループによっては実習施設に出向き，直接対面して関

わる時間を制限する中で受け持ち事例への訪問ができ

たり，訪問ができない時期では学生１人に対して受け

持ち事例として１事例の情報提供を受け，オンライン

で指導者から事例紹介や看護過程の指導を受けること

ができた。石川ら１３）は学生の臨地実習に対するモチ

ベーションに関わる体験として，指導者からの「丁寧

で熱心な指導」，「学生のために時間を割いてくれる」

ことや「指導者，教員が学生を理解しささえてくれ

る」，「体験を共有する友人の存在」をあげている。オ

ンラインであっても，臨地実習と同様３回にわたって

指導者から事例紹介や看護過程の指導を直接受けるこ

とができたことは，学生にとってモチベーションの向

上や達成感につながり，高い評価につながったと考え

られる。学内実習となった学生は，紙上事例を用いて

看護過程を展開し，ロールプレイを通して立案した看

護の実践をした。ロールプレイでは，学生が訪問者，

事例の療養者および家族，そして観察者の役割を演

じ，全員で振り返りとディスカッションを行なった。

振り返りでは，それぞれの役割を演じて感じたことを

直接言葉で伝え合い，その場で客観的な視点から自分

の実践に対するフィードバックを得られたことで訪問

マナーを含めた療養者家族との関わり方で必要な配慮

や不足していた観察視点などに気づくことができ，ア

セスメントを深めることにつながっていた。学生はそ

れぞれの役割を交代しながら演じることで療養者の気

持ちも擬似体験することができ，振り返りで得られた

視点を看護計画に追加修正し，次の実践につなげると

いう看護過程の展開ができたと感じていた。伊藤ら１４）

によれば，成人看護学実習において学生の看護実践能

力への自信度に関連する要因のひとつに【学習内容・

方法】がある。今後ますます多様化していく社会ニー

ズに対応できる看護師として高度な看護実践能力を有

することが求められる。実習の中で受け持ち事例を中

心に対象理解を深め，一連の看護過程の展開ができ，

振り返りを生かしていくことで学生が看護実践に対す

る自信を持ち，その能力の向上につながるような実習

内容を工夫していくことが重要である。

【学生への期待・要求】は，教員や看護師が学生に

期待する行動の難易度と学生の期待レベルの一致およ

び質問量の適切性を測定し，【教員，看護師間の指導調

整】は教員と看護師間の指導の一貫性と連携の適切性

を測定するものである。実習指導の教員は３名で，実

習グループごとに１名の教員が担当した。学内実習で

は，教員もロールプレイに参加し，実習している学生

全員の学習状況を把握することができた。また，オン

ラインによる指導者の指導を受けて実習したグループ

と臨地実習となったグループにおいても，カンファレ

ンスに参加することで学生の状況把握に努めた。その

他，担当教員間で常に学生の学習状況に関する情報共

有をはかり，実習目標に到達できるように強化するべ

き点や学生の状況に合わせた到達レベルの設定，指導

内容等について話し合っていた。また，指導者との間

でも同様に学生の学習状況の共有をはかり，指導者が

学生の状況に応じた指導をしてくれた。学生が指導者

から受けた指導内容をどのように理解したかを確認し

ながら学生の状況に応じた関わりをしたことで，一貫

性のある指導につながったのではないかと考える。実

習の教育効果をあげるためには，病院と教育機関との

連携において学生情報の共有や指導方針の共有が重

要１５）１６）である。今後も教員間そして教員と指導者間の

連携をはかりながら実習を進めていくことが必要であ

る。

【学生－患者関係】，【教員，看護師－学生相互行為】，

【実習記録の活用】，【カンファレンスと時間調整】，

【学生－人的環境関係】の平均得点は中得点領域にあ

り，学生は中等度に適切であると感じていた。この中

で【教員，看護師－学生相互行為】，【実習記録の活用】，

【カンファレンスと時間調整】の平均得点は，高得点

領域に近いものであった。【教員，看護師－学生相互

行為】は，実習における教員，看護師の学生に対する



FacultyofHealthandWelfareScience.,Vol.14,2022 65

コロナ禍における在宅看護論実習の学生による授業過程評価

対応の適切性，看護師の患者に対する態度から学ぶ機

会の量，教員，看護師のカンファレンスへの参加度を

測定する項目である。今年度の実習では，臨地での実

習ができたグループは１グループであったことから，

看護師の姿から学ぶ機会がほとんど得られなかったこ

とも結果に影響していると考えられる。しかし，教

員，看護師の学生に対する対応の適切性に関しては，

学生の臨地実習のストレス要因１２）やモチベーションに

関わる体験１３）としてあげられていることから，学生の

情報共有をはかりながら学生状況に応じてわかりやす

い指導や学生が質問しやすい環境を整えていくことを

今後さらに心がけていく必要がある。実習記録の活用

では，教員は１人で２～４人の学生を指導しており，加

えて学内実習ではロールプレイに訪問看護師役として

参加していたため，実習時間内に全員の記録を見る時

間が取れず，翌日に返却ということもあり，結果とし

て指導が十分にできなかったことは否めない。指導内

容がグループの全員に共通している部分があればグ

ループ指導をしたり，ロールプレイ後やカンファレン

ス後の隙間時間を活用して指導するなど工夫を重ね

た。その結果，実習終了時間の超過につながることも

あった。しかし，学生は，実習時間は超過しないで終

了し，かつ記録も時間内に指導してほしいと感じてい

ることがわかった。学内実習の場合，実習スケジュー

ルの中に教員が実習記録を見る時間，学生に指導する

時間を確保するなど調整していくことが次年度に向け

ての課題である。

【学生－患者関係】は中得点領域に位置していたが，

すべての下位尺度の中で最も平均得点が低かった。こ

こでは実習における学生と患者とのコミュニケーショ

ンおよび関係性の２項目を測定する。ほとんどの学生

は実際の療養者との関わりではなく，学内実習におけ

る学生同士のロールプレイであったことから，学生の

評価として患者とコミュニケーションをはかり，関係

性を深めたという実感が持てなかったことが影響して

いると考えられる。しかし，【学習内容・方法】では

「受け持った患者の看護を中心に実習を展開でき」「患

者への理解を深め，個別性を考えながら実習を展開」

していた。この結果は，ロールプレイの中で学生が演

じている療養者とコミュニケーションをはかり，必要

な観察や情報収集ができていたことの評価であり，３

回のロールプレイを通して患者とのコミュニケーショ

ンや関係構築ができていたといえるであろう。学生は

アセスメントと実践を一連の看護過程としてとらえる

ことが苦手な傾向にある。アセスメントと実践はつな

がっていることの理解を促すために，実践からアセス

メントにつなげて思考ができていることを学生自身が

実感できるように関わること，ロールプレイでも患者

との関係性を深めることができていることを評価し，

学生に具体的に伝えていくことが重要であると考え

る。ロールプレイにおいては，どれだけその者に成り

きって臨場感を作り出すことができるか、といった教

員側の教育力が教育の質を高めることが指摘されてい

る１７）ことから，ロールプレイに学生以外の模擬患者を

導入するなど，よりリアルな訪問場面の再現ができる

よう検討していくことも必要である。

【学生－人的環境関係】は５項目から構成され，学

生同士および学生と教員，看護師，患者，他の医療従

事者などとの相互行為の円滑さ，それら相互作用の円

滑化に向けた教員の配慮の適切性を測定する。質問項

目の「実習では，他の医療従事者の協力を得られた」

が最も平均得点が低かった。この結果も臨地での実習

がほとんどできなかったことが影響したと考えられ

る。ロールプレイでは，訪問場面の中に多職種連携に

ついて設定することができず，受け持ち療養者が利用

している社会資源の理解や連携が必要な職種について

考えることにとどまった。実際の連携場面は視聴覚教

材を用いて学習したが，医療従事者の協力が得られた

実習とはならなかった点が次年度に向けての課題であ

る。在宅で療養している看護の対象者はさまざまな生

活背景を有し，個別性の高い多様なニーズを持ってい

ることから，療養生活を支援するためには関係職種の

協力が欠かせない。そのため他の医療従事者の協力が

必要な場面はどのような時か，なぜ他の医療従事者の

協力が必要なのかを具体的に考えることができる課題

提示やロールプレイでサービス担当者会議を開催する

ことなどを追加することで実習方法の改善をはかって

いきたい。また，オンラインを活用して関係職種，例

えばケアマネジャーや理学療法士，介護ヘルパーなど

からレクチャーを受けることできるような実習内容を

検討していくことも次年度の改善策として考えられ

る。

Ⅵ．結 論

在宅看護論実習の学生による授業過程評価の結果か

ら以下のことが明らかになった。

１．授業過程評価スケールの総得点の平均得点は

１８９.７５点で高得点領域に位置し，コロナ禍のため多
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様な実習形態であったが，学生は全体的に実習過程

の質を高いと評価していた。

２．【オリエンテーション】，【学習内容・方法】，【学

生への期待・要求】，【教員，看護師間の指導調整】，

【目標・課題の設定】の平均得点は高得点領域であ

り，これらに関して学生は非常に適切であると感じ

ていた。【学生－患者関係】，【教員，看護師－学生相

互行為】，【実習記録の活用】，【カンファレンスと時

間調整】，【学生－人的環境関係】の平均得点は中得

点領域にあり，学生は中等度に適切であると感じて

いた。

３．実習記録を活用した指導，実習時間の調整，患者

との関係構築，他の医療従事者との協力関係につい

ては実習方法の改善が必要である。

４．Withコロナを見通した実習方法として，実習オ

リエンテーションの実施や看護過程の指導，カン

ファレンスへの参加，患者とのコミュニケーション

場面にオンラインを併用していくことで指導者，他

職種，模擬患者にも関わってもらうことが可能とな

り，実習の質の向上につながることが示唆された。

最後に、本研究にご協力くださいました学生の皆さ

まに心より感謝申し上げます。
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た新しい看護実習方法の提案，日本教育工学会研究報告集，

２０（３），７-１４，２０２０．
７）松木光子：看護学臨地実習ハンドブック－基本的考え方

とすすめ方－（４），１０，金芳堂，２０１０．

８）太田晴美，大崎真，早坂笑子：新型コロナウィルス禍の

学内統合看護実習評価－学生アンケート結果から－，東北

文化学園大学看護学科紀要，１０（１），２７-４２，２０２１．
９）髙岡寿江，石堂たまき，薮下八重：新型コロナウイルス

感染拡大下で看護学実習に臨む学生の思い，保健医療技術

学部論集，（１５），５５-６８，２０２１．
１０）舟島なをみ：看護実践・教育のための測定用具ファイル

－開発過程から活用の実際まで（３），１６０-１６８，医学書院，
２０１６．

１１）飯出美枝子，三木園生，澁谷貞子：実習前後の看護学生

の不安の変化について－ＳＴＡＩＸを用いての分析－，桐生

短期大学紀要，（１６），６５-７０，２００５．
１２）荒川千秋，佐藤亜月子，佐久間夕美子，佐藤千史：看護

大学生における実習のストレスに関する研究，目白大学健

康科学研究，（３），６１-６６，２０２１．
１３）石川恵子，内海桃絵：看護学生における臨地実習へのモチ

ベーション，京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専

攻紀要 健康科学，１１，１１-１６，２０１６．
１４）伊藤朗子，新井祐恵，山本純子，門千歳，松田藤子，池

水みゆき：成人看護学実習における学生の看護実践能力へ

の自信度と関連要因の分析－学年，実習過程評価，実習環

境の検討－，千里金蘭大学紀要，１０，４７-５４，２０１３．
１５）本田輝子，梶原江美，小野聡子，末光順子，飯野英親，

小田日出子他：基礎看護学実習における臨地実習環境の実

態，西南女学院大学紀要，２０，１-８，２０１６．
１６）厚生労働省：看護教育の内容と方法に関する検討会報告

書，２０１１．

１７）文部科学省：新型コロナウイルス感染症下における看護

系大学の臨地実習の在り方に関する有識者会議報告書，

２０２１．
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